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平成 21 年 2 月 18 日  

各 位 

会 社 名  東 邦 金 属 株 式 会 社 

代表者名  取締役社長 中 村 裕 

（コード ５７８１ 大証第 ２ 部） 

問合せ先  取締役総務部長 小野晃久 

（TEL．06－6202－3376） 

 

経営合理化の取り組みに関するお知らせ 

 

当社は、平成 21 年 2 月 17 日開催の取締役会において、経営環境の悪化に伴い、収

支改善のための経営合理化の実施を決議いたしましたので、下記のとおりお知らせい

たします。 

 

記 

 

１．経営合理化の理由 

当社を取り巻く事業環境は、世界的な金融不安や経済の急激な減速の影響を受けた国内

の金融・経済情勢の悪化によって非常に厳しいものとなっております。当社の財政状況も

当社の想定以上に悪化して推移しております。 

すでに、当社においては役員報酬の減額、管理職及び一般社員の給与減額をはじめ、経

費節減等あらゆる施策を講じてまいりましたが、現在の事業環境を乗り切り、いっそうの

経営合理化による収益構造の再構築を図ることが必要と判断し、下記経営合理化の実施を

決定いたしました。 

 

２．経営合理化の内容 

（１）当社深川工場の閉鎖 

  ①工場閉鎖の理由 

    当社深川工場は、タングステンによる電子部品等を主力として生産してまいりま

したが、昨今の世界規模の金融危機による景況悪化が電子部品業界に大きな影響を

及ぼす中、国内外メーカーにおける液晶テレビ需要の見直し等からその受注は激減

することとなりました。このような状況に対応するため、生産拠点を門司及び寝屋

川工場に集約、生産効率化を図ることとし、深川工場につきましては閉鎖すること

にいたしました。 

  尚、閉鎖後の資産につきましては、土地・建物・機械設備を含め、順次売却の方

向で手続きを進める予定であります。 
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  ②工場の概要 

   工 場 名 ： 東邦金属株式会社 深川工場 

   事 業 内 容 ： タングステン製品 

   設 立 年 月 ： 昭和 48 年 12 月 (旧北海タングステン工業株式会社) 

   所 在 地 ： 北海道深川市音江町字広里１０５ 

   従 業 員 数 ： 97 名 

 

 ③日程 

   平成 21 年 2 月 17 日  取締役会決議 

   平成 21 年 6 月 30 日  工場閉鎖予定 

 

（２）役員報酬の減額について 

  ①役員報酬の減額の理由 

    当社の状況を真摯に受け止め、その経営責任を明確にすべく、平成 20 年 7 月より

役員報酬の減額処分を実施しており、現在は 7％～30％となっておりますが、平成

21 年 4 月より 20％～45％に拡大いたします。また、役員賞与は支給しないこととい

たします。 

 

（３）人員削減の合理化について 

 ①人員削減の合理化の理由 

    将来に向けての経営基盤を強化するため、人員削減の合理化として希望退職者の

募集を行います。 

  ②希望退職者の募集について 

   募 集 人 員 ： 約 100 名 

   募 集 対 象 者 ： 当社社員（平成 21 年 1 月 31 日現在在籍者 284 名） 

   募 集 期 間 ： 平成 21 年 2 月 20 日～3月 5日 

   優 遇 措 置 ： 退職者に対し、所定の退職金の他に特別退職一時金を支給する。 

 

（４）給与の減額について 

  ①給与の減額について 

   当社社員を対象に以下のとおり、給与の減額を行います。 

   管 理 職 ： 本給の 8％～15％減額 

一 般 社 員 ： 本給の 5％減額(予定) 

   減 額 期 間 ： 平成 21 年 4 月～平成 21 年 9 月 

               (管理職については、業績が回復する見通しがたつまでの期間) 
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（５）今後の業績に与える影響 

    今回の経営合理化を行った場合の、平成 21 年 3 月期及び翌期の当社業績に与える

影響額につきましては、精査完了次第、改めて、公表いたします。 

以 上 


